
○事業概要＇新規性、市場性等（
・2011年の地デジ化に伴う番組ファイルのハイビジョン化、及びそれによる大容量化が進み、CATV

局も効率的な番組送出とアーカイブ化(書庫化)が求められている。
・従来の番組送出システムは、送出用サーバから番組ファイル送出後、退避・保存のためアーカイ
ブ化を行うが、これでは設備投資費用・管理コストがかかり、CATV局で大きな負担となっている。
・新システムでは、次期VATICによる制御で送出用サーバを不要とし、直接アーカイブ化装置にファ

イルを保存、そこからメモリ付送出ポートにより直接番組送出を可能とすることで、初期設備投資
の削減及び管理コストの低減を図り、全体の費用負担を大きく減尐させる。さらにリモートサポート
を開始し、遠隔操作により全国のCATV局に対するサービスを充実する。
・CATV市場は設備更新時期に来ており、本件システムは十分な市場がある。当社の現状のAPCの
シェアは30%を占め、業界での知名度も高いことから、初期から一定の導入が見込める。
・CATV局は現状、全国に約900局あり、本件の市場規模は135億円程度である。
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・大容量記憶装置の制御システム
の開発
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大容量アーカイブ化装置とメモリ付送
出ポートをVATICで同時制御

①高価な送出用サーバを不要とする
ことで、圧倒的なローコストを実現。
②デジタルハイビジョン放送に耐える
大容量アーカイブ化装置を採用。
③放送済み番組の映像ファイルの
退避・保管作業不要。
④当社サポートセンターによる、
システムのリモートサポートで、
保守・緊急対応が可能。


